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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年9月6日(2012.9.6)

【公開番号】特開2011-101968(P2011-101968A)
【公開日】平成23年5月26日(2011.5.26)
【年通号数】公開・登録公報2011-021
【出願番号】特願2009-257239(P2009-257239)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/175    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０２Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月19日(2012.7.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出する複数の吐出口を有する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドの前記複数の吐出口が設けられた吐出面をワイピングするためのワイピ
ング手段と、
　前記記録ヘッドの吐出状態を回復するための予備吐出動作の直後にワイピングを行う場
合は、前記予備吐出動作の直後にワイピングを行わない場合に比べて、前記吐出面にイン
クミストがより多く付着するように前記記録ヘッドからの予備吐出動作を制御する制御手
段と、を有することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　インクを吐出する複数の吐出口を有する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドの前記複数の吐出口が設けられた吐出面をワイピングするためのワイピ
ング手段と、
　前記記録ヘッドの吐出状態を回復するための予備吐出動作の直後にワイピングを行う場
合は、前記予備吐出動作の直後にワイピングを行わない場合に比べて、高い周波数で前記
記録ヘッドを駆動するように前記記録ヘッドからの予備吐出動作を制御する制御手段と、
を有することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記記録ヘッドから吐出されるインクは顔料インクであることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記吐出面に固着した前記顔料インクは、インクミストが付着することで溶解すること
を特徴とする請求項３に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記記録ヘッドが予備吐出動作を行う際には、前記吐出面と対向する位置にはキャップ
部材が設けられていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のインクジ
ェット記録装置。
【請求項６】
　前記キャップ部材は、予備吐出されたインクを受容するために用いられることを特徴と
する請求項５に記載のインクジェット記録装置。
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【請求項７】
　前記記録ヘッドの吐出状態を回復するための予備吐出動作の直後にワイピングを行う場
合には、前記予備吐出動作の直後にワイピングを行わない場合に比べて、前記キャップ部
材と前記吐出面との距離が遠いことを特徴とする請求項５または６に記載のインクジェッ
ト記録装置。
【請求項８】
　予備吐出されたインクが着弾する位置の前記キャップ部材には、吸収体が設けられてい
ることを特徴とする請求項５乃至７のいずれか１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　前記吸収体は、多孔質材料で設けられていることを特徴とする請求項８に記載のインク
ジェット記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一の態様によれば、
　インクを吐出する複数の吐出口を有する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドの前記複数の吐出口が設けられた吐出面をワイピングするためのワイピ
ング手段と、
　前記記録ヘッドの吐出状態を回復するための予備吐出動作の直後にワイピングを行う場
合は、前記予備吐出動作の直後にワイピングを行わない場合に比べて、前記吐出面にイン
クミストがより多く付着するように前記記録ヘッドからの予備吐出動作を制御する制御手
段と、を有することを特徴とするインクジェット記録装置が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の他の態様によれば、
　インクを吐出する複数の吐出口を有する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドの前記複数の吐出口が設けられた吐出面をワイピングするためのワイピ
ング手段と、
　前記記録ヘッドの吐出状態を回復するための予備吐出動作の直後にワイピングを行う場
合は、前記予備吐出動作の直後にワイピングを行わない場合に比べて、高い周波数で前記
記録ヘッドを駆動するように前記記録ヘッドからの予備吐出動作を制御する制御手段と、
を有することを特徴とするインクジェット記録装置が提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　好ましくは、前記記録ヘッドから吐出されるインクは顔料インクである。前記吐出面に
固着した前記顔料インクは、インクミストが付着することで溶解する。前記記録ヘッドが
予備吐出動作を行う際には、前記吐出面と対向する位置にはキャップ部材が設けられてい
る。前記キャップ部材は、予備吐出されたインクを受容するために用いられる。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　好ましくは、前記記録ヘッドの吐出状態を回復するための予備吐出動作の直後にワイピ
ングを行う場合には、前記予備吐出動作の直後にワイピングを行わない場合に比べて、前
記キャップ部材と前記吐出面との距離が遠い。これによっても、ワイピング直前の予備吐
出実行時にインクミストが吐出面に相対的に多く付着されるので、吐出面に固着したイン
クをインクミストにより再溶解させ、その後のワイピングにより吐出不良要因を効果的に
除去することができる。他方、ワイピング直前以外で予備吐出を実行するときには、イン
クミストの吐出面への付着量が相対的に少なくされるので、吐出口周辺に固着するインク
ミスト量を減少させることができる。こうして、インク吐出不良を極力防止することがで
きる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　好ましくは、予備吐出されたインクが着弾する位置の前記キャップ部材には、吸収体が
設けられている。前記吸収体は、多孔質材料で設けられている。
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